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は 1880 年には龍野醤油醸造組合を結成し、粗製・乱売を禁止しの申し合わせをし、1902 年に
は、他地区からの龍野醤油の偽物が出回ったため、商標をつくり、品質維持に努めた。 
戦後日本の醤油生産は 1973 年の 129.4 万 kl を最大量に、その後は若干の増減を繰り返しな
がら減少傾向をたどり、2014 年には 73 年の 61.1%の 79 万 klj となっている。その内、薄口醤油
はデータがある 74 年が 14 万 kl で 11.2%のシェアであった。92 年に 16.4 万 kl（シェア 13.7%）





業者の淘汰が進み、06 年は、12 業者、従業者数 665 人、生産量 5.3 万 kl、生産額 99 億円であっ
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表１ 龍野醤油業の推移 
  2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 
組合員数 12 12 12 12 12 12 11 11 10 
従業者数 665 657 654 607 618 603 590 589 578 
生産量（kl） 53,032 52,114 47,288 42,658 40,548 39,343 37,953 36,581 36,129 
生産額（100 万円） 9,899 9,660 7,844 8,992 8,529 8,238 7,989 7,511 7,485 
従業者数 100.0 98.8 98.3 91.3 92.9 90.7 88.7 88.6 86.9 
生産量 100.0 98.3 89.2 80.4 76.5 74.2 71.6 69.0 68.1 














感）に頼るところが多く、一人前の職人になるのには 13 年程度かかるという。 
現在は、後に見るように、いくつかの工程は機械化・自動化されてきている。 
 なお、生揚醤油は、龍野醤油協同組合が 91 年に設立した龍野協同醤油㈱（参加企業 11 社、




































たつの市及び周辺地区は手延素麺の全国シェア 42.6%（2014 年、2000 年 32.4%）を誇る揖保
乃糸の産地となっている。 
 龍野の手延素麺 600 年の歴史があると言われる。その発祥の要因も、また、揖保川の清流、
播州平野の小麦、赤穂の塩であった。そして江戸時代には龍野藩の許可業種として統制・保護
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されていた。廃藩置県によって藩の保護を失ったが、業者たちは「明神講」を組織し、生産を
維持し続けた。 
生産量は、1931 年に 998,499 箱と戦前の最高を記録し、姫路大空襲もあって敗戦の年 45 年
には、120,000 箱に激減し、戦後は原料の確保も困難になり、産地存亡の危機に陥ったことも
あった。50 年代後半から需要増大で、外国産小麦の導入によって生産量も増加し、50 年代には
100 万箱（１箱 18kg）を突破、2012 年８月期には 124 万箱を記録し、売上額も 170 億円となっ













は熟練を要する手作業中心の工程であり、太さ 0.9 ㍉以下（最も細い素麺・三神は太さ 0.55〜











出資金 148,455 万円、組合員数 463 名（３市２町<たつの市、姫路市、宍粟市、太子町、佐用
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町>に分布）、本部（たつの市）、２事業所、従業員数 160 名、施設－本部事務所、加工場、揖保









年（８月期） 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 
生産者数（人） 492 480 478 471 466 457 451 442 
生産数（千箱） 1,155 1,178 1,140 1,179 1,240 1,179 1,167 1,600 
売上額（百万円） 16,182 16,266 15,634 16,530 16,986 16,182 15,990 15,300 
生産者数 100.0 97.6 97.2 95.7 94.7 92.9 91.7 89.8 
生産数 100.0 102.0 98.7 102.1 107.4 102.1 101.0 138.5 






手延素麺の生産者数（組合員数）は、減少傾向で、08 年には 492 名いたが、徐々に減少し、
15 年には 463 名（現業者 442 名）となっている（たつの市内に限定すれば、122 名から 114 名）。








































員 30 人、手延べそうめん、乾麺類、つゆ類製造販売）。 
つまり、組合参加の製麺業者・企業は、それぞれ独立した業者・企業であるが、揖保乃糸の



















































たつの市の皮革産業の状況どうであろうか（表３）。01 年比 14 年の皮革産業全体で、事業所




の㈱セイバンの存在が大きい）。そして、製革業の出荷数量は 06 年比で 42.0%と大きく減少し
ている。このようにたつの市の皮革産業、中でも製革業の衰退も著しい。 
とは言え、2014 年の経済センサス基礎調査によると、たつの市の皮革産業の事業所数は 169
所、従業者数 1,125 人、うち製革業は 134 事業所、858 人で、兵庫県全体の皮革産業の事業所
数（869）の 19.4%、従業者数（6,315 人）の 17.8%、出荷額（668.5 億円）の 30.8%を占め、製革
業に限ると、事業所数で 51.7%、従業者数で 54.6%を占める、なめし革の一大産地なのである。
事実、日本の製革業者の集まりである日本タンナー協会は 10 支部、加盟者数 315 人の組織であ
るが、その内７支部が兵庫県内に、内３支部がたつの市にある。しかも、たつの市の３支部の
協会員数は合計 128 人で、全協会員の 4 割を占めている<15.3.31 現在、日本タンナー協会データより>。 
製革業は、市内の皮革産業の事業所の 79.3%、従業者数の 76.3%を革製造業が占めている。た 
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表３ たつの市の皮革産業の推移 
  調査年 2001 2006 2009 2012 2014 
事業所数 
皮革産業 260 170 172 168 169 
 内製革業 225 143 132 136 134 
製革業割合（%） 86.5 84.1 76.7 81.0 79.3 
従業者数 
皮革産業 1,707 1,351 1,305 1,213 1,125 
 内製革業 1,352 1,048 947 908 858 
製革業割合（%） 79.2 77.6 72.6 74.9 76.3 
皮革産業出荷額（100 万円） 16,823 18,609 18,900 21,066 20,556 
製革業出荷数量（1000 枚）  1,906 1,741 1,323 1,106 
事業所数 皮革産業 100.0 65.4 66.2 64.6 65.0 
   内製革業 100.0 63.6 58.7 60.4 59.6 
従業者数 皮革産業 100.0 79.1 76.4 71.1 65.9 
   内製革業 100.0 77.5 70.0 67.2 63.5 
皮革産業出荷額 100.0 110.6 112.3 125.2 122.2 








従業員規模を見ると、皮革産業全体で、従業者数 50 人以上の事業所は 55 人規模の鞄製造業
１所しかなく、５人以下事業所が 63.1%（106）、占めている。また、個人経営が 78.7%（138 事
業所）である。つまりたつの市の皮革産業は個人経営の零細事業所が大半なのである。その多












































課題となっている。ヒガシマル醤油㈱では、60 歳 40 年以上勤続の熟練労働者を再雇用して、
技能者を確保するとともに、後継者養成を図ろうとしている。揖保乃糸では、「素麺技能士」の
国家資格創設を働きかけ、資格制度を実現し、技能者養成を図っている。とは言え、熟練技能
者の高齢化、後継者難の解消はむずかしい。 
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